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五
〇
倍
位
の
も
の
が
必
要
で
あ
り
，
理
想
的
な
こ
ε
を
言
へ
ば
、
一
五

〇
、
三
〇
〇
倍
も
ほ
し
い
。
現
在
つ
い
て
居
る
も
の
で
は
七
〇
は
星
雲

貯
溜
其
他
月
の
一
般
の
外
観
、
攣
光
星
の
観
測
に
使
用
し
一
一
〇
は
球

歌
製
品
、
遊
星
の
外
観
。
淡
き
攣
光
星
、
距
離
五
秒
以
上
の
二
重
星
等

に
適
當
で
あ
り
二
三
〇
は
遊
星
月
の
研
究
的
観
測
○
・
七
秒
程
度
の
二

重
星
も
熟
練
す
れ
ば
見
分
け
得
る
事
が
出
來
殆
ん
曹
絡
て
の
天
間
を
観

測
す
る
に
殆
ん
さ
不
自
由
な
い
。
ベ
ー
カ
ー
製
の
も
の
は
ア
イ
ピ
ー
ス

の
直
径
が
異
る
爲
に
英
國
標
準
型
ア
イ
ピ
ー
ス
の
は
ま
る
ア
ダ
プ
タ

二
〇

1
に
は
ま
っ
て
居
る
。
從
っ
て
此
の
ア
ダ
プ
タ
ー
を
外
せ
ば
英
國
製
の

ア
イ
ピ
ー
ス
分
光
器
等
が
使
用
出
講
る
。

　
此
の
反
射
望
遽
鏡
に
つ
い
て
事
實
あ
っ
た
事
を
記
し
た
に
過
ぎ
な
い

が
幾
多
の
新
し
い
智
識
を
我
々
に
與
へ
て
く
れ
る
。
反
射
鏡
に
興
味
を

持
た
れ
る
方
が
叫
箇
の
鏡
に
つ
き
て
の
設
計
及
び
一
箇
の
鏡
に
覆
し
て

も
如
何
に
重
大
な
る
注
意
が
彿
は
れ
て
居
る
か
に
つ
い
て
幾
分
の
参
考

ε
な
れ
ば
幸
ひ
で
あ
る
。

最
近
五
年
間
邦
雌
竹
交
書
一
覧

（
一
）

水

野

千

里

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
）

　
去
る
七
月
二
十
九
日
ご
一
二
＋
日
－
こ
の
二
日
間
、
第
三
回
岡
山
講
習
會

が
開
か
れ
た
一
こ
き
、
講
習
員
各
位
の
蓼
考
に
も
ε
考
へ
天
文
同
好
會
創

立
（
大
正
九
年
九
月
）
以
後
出
版
さ
れ
た
邦
文
天
文
書
中
、
余
の
手
許

に
あ
る
も
の
を
陳
列
し
て
、
一
覧
に
供
し
た
ξ
こ
ろ
、
本
誌
編
輯
部
か
ら

短
評
を
加
へ
て
、
「
天
界
」
に
投
稿
せ
よ
ε
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
妄
評
を

左
に
記
．
る
す
。
大
正
＋
二
年
九
月
一
日
の
震
災
前
に
出
版
せ
ら
れ
た
も

の
は
多
く
火
災
に
罹
っ
た
の
で
、
復
興
版
の
有
無
を
入
用
の
方
は
問
合

さ
れ
度
い
。

O
山
本
博
士
著

（
一
）
星
座
の
親
し
み
　
　
　
一
冊

（
二
）
遊
星
亡
リ
ぐ
　
　
　

一
冊

（
三
）
星
空
の
親
察
　
　
　
　
　
　
一
二

（
四
）
天
丈
定
人
生
　
　
　
　
　
　
一
班

（
五
）
宇
宙
建
葵
虐
其
居
佳
者
（
天
交
學
史
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
毛

（
六
）
火
星
が
來
う
ん
だ
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
・
0
0

二
・
0
0

二
・
五
〇

ご
・
二
〇

警
醒
杜
書
店

同同同

丁
六
〇
　
　
同

○
・
入
0
　
　
伺
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（
七
）
火
星
の
研
究
　
　
一
冊
丁
五
〇
同

（
入
）
最
近
の
天
工
學
界
　
　
　
　
｝
冊
　
　
O
」
六
〇
　
　
大
阪
毎
日
新
聞
肚

（
九
）
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
相
封
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
0
∴
0
　
天
守
同
好
會

（
一
〇
）
新
星
総
立
　
　
一
冊
O
・
五
〇
同

（
一
一
）
藤
井
天
丈
豪
天
丈
通
信
（
未
完
）
　
　
（
滋
賀
日
報
に
粥
載
）

右
は
天
文
岡
好
會
創
立
者
の
一
入
で
京
大
教
授
山
本
博
士
が
各
地
で
講

演
さ
れ
た
も
の
や
、
「
天
界
」
や
、
「
天
文
月
報
」
で
登
表
さ
れ
た
も
の
を
輩

行
本
に
さ
れ
た
の
で
主
，
こ
し
て
通
俗
的
に
書
い
て
あ
る
か
ら
初
等
者
に

ε
つ
て
好
い
物
許
り
で
あ
る
。
し
か
し
（
七
）
は
可
な
り
專
門
的
で
あ
る
。

0
古
川
龍
城
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

（
＝
一
）
天
丈
學
ビ
人
生

（
一
三
）
最
新
天
丈
學
の
知
識

（
一
四
）
科
學
世
界
宇
宙
の
構
造

（
一
五
）
星
の
ロ
ー
マ
ン
ス

（
一
山
ハ
）
県
一
夜
の
漸
二
一
瞠

ハ
一
七
）
月
夜
に
憧
れ
て

（
一
入
）
月
の
科
學

（
一
九
）
火
星
の
生
物

（
二
〇
）
火
星

冊冊冊紛溺一言班冊

（
二
一
）
手
に
取
ろ
や
う
な
星
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

（
二
二
）
星
座
の
圖
　
　
　
　
　
　
一
班

二
・
O
O

二
・
三
〇

三
・
三
〇

二
・
O
O

一
・
五
〇

一
・
五
〇

二
・
0
0

一
・
O
O

二
・
三
〇

白同新警衷i新申憶想
　　　醒　　 文

革　耳鼻現光館楊泉
　　　書　　書
祉　肚店杜薩店肚閣

一
・
O
O
　
　
丈
　
　
洋
　
　
肚

一
・
0
0
　
　
新
　
　
光
　
　
就

右
は
天
文
同
好
會
創
立
者
の
一
入
で
、
京
大
、
東
大
の
天
尊
皇
に
勤
務

さ
れ
て
居
た
が
、
現
今
は
國
民
新
聞
記
者
ざ
な
っ
て
、
科
墨
型
及
の
爲

め
に
麗
筆
を
振
っ
て
居
ら
れ
る
。
（
一
五
）
は
星
の
艶
美
を
集
め
た
も
の
、

（
二
〇
）
は
ピ
ケ
リ
ン
グ
の
著
を
聖
徳
さ
れ
た
も
の
、
（
二
二
）
は
邦
文
星

圖
中
絡
入
り
で
他
に
類
が
な
い
が
、
赤
経
、
赤
緯
の
な
い
の
が
物
足
り

な
い
。

○
水
野
手
皇
著

（
「
ご
二
）
國
定
敏
科
等
星
の
話
解
説
一
冊
　
　
○
・
五
〇
　
　
警
醒
証
書
店

（
二
四
）
天
丈
童
話
太
陽
の
親
類
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
…
丁
二
〇
同

（
二
五
）
天
丈
童
話
星
座
め
ぐ
り
　
一
珊
　
　
丁
五
〇
　
　
同

右
は
天
文
同
好
會
岡
山
支
部
幹
事
の
著
（
二
三
）
は
尋
常
小
戸
略
語
讃
本

雀
九
に
あ
る
「
星
の
話
」
の
解
説
で
小
山
校
敏
員
及
び
家
庭
の
参
考
書

ミ
し
て
書
か
れ
た
も
の
，
（
二
四
）
は
太
陽
系
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
一
家
、
我

が
國
の
天
文
毫
に
つ
い
て
蓮
べ
、
（
二
五
）
は
暦
に
あ
る
三
十
三
星
座
の

解
説
で
あ
る
。

○
吉
田
源
治
郎
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
六
）
肉
眼
に
見
に
る
星
の
研
究
一
二
　
　
】
一
で
五
〇
　
　
警
醒
祀
害
店

回
は
天
文
同
好
會
員
で
熱
心
な
基
督
教
牧
師
の
著
で
、
纏
っ
て
よ
く
書

い
て
あ
る
か
ら
、
初
學
者
に
お
奨
め
す
る
。

○
理
學
士
溝
水
回
吾
著

（
二
七
）
天
丈
概
説
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
三
・
0
0
　
　
目
　
黒
　
書
　
店

二
一
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右
は
天
、
文
同
好
會
員
で
奈
良
女
高
師
教
授
の
著
、
系
統
的
に
書
い
て
あ

る
好
い
本
で
あ
る
。

○
理
、
學
士
繭
田
箆
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
目
）
醤
星
　
　
　
　
　
　
　
　
一
珊
　
　
三
・
入
○
　
　
古
　
今
　
書
　
院

（
二
九
）
宇
宙
研
究
薪
弓
丈
學
概
論
一
冊
　
　
一
・
五
〇
　
　
同

右
は
天
文
同
好
四
一
で
、
東
大
天
文
皇
技
師
の
著
で
あ
る
。
（
二
八
）
は

專
門
家
の
参
考
ε
な
ゆ
（
二
九
）
は
新
天
文
學
の
大
要
が
述
べ
て
あ
る
。

（
二
七
）
－
こ
（
二
九
）
，
こ
を
併
せ
て
了
解
し
た
ら
一
角
の
蔵
人
天
文
家
に
な

れ
る
。

○
古
賀
和
吉
著

（
三
〇
）
古
賀
恒
星
圖

（
三
一
）
簡
易
星
圖

一
枚
塾
・
（
避
天
等
等

一
枚
　
　
0
・
一
〇
　
　
　
同

右
は
天
文
同
好
會
九
州
大
牟
田
支
部
幹
事
の
著
で
あ
る
。
（
三
〇
）
は
一

一
六
等
星
、
星
雲
、
雪
避
、
新
星
合
計
四
千
三
百
七
十
三
個
を
記
載
し

て
あ
っ
て
、
邦
文
中
の
詳
細
な
も
の
、
（
三
一
）
は
一
等
星
か
ら
四
等
星

迄
を
掲
載
し
て
あ
る
も
の
で
、
中
等
學
校
の
教
授
に
用
ひ
，
家
庭
用
ε

し
て
よ
い
。

○
西
岡
芳
油
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
二
）
月
球
圓
　
　
　
　
　
　
　
一
枚
　
　
〇
二
五
　
　
大
連
市
大
場
屋
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
好
會
取
次
ぎ
）

右
は
天
文
同
好
會
員
の
著
で
、
邦
文
唯
一
の
月
球
圓
、
裏
面
に
月
に
關

す
る
説
明
が
あ
る
。
美
術
的
に
出
來
て
居
る
か
ら
床
の
飾
り
に
も
な
る

二
二

同
氏
の
天
文
撒
歌
第
一
、
二
，
三
階
ミ
も
再
讃
、
三
讃
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
○
天
女
同
好
倉
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
三
）
流
星
観
測
用
星
圖
　
十
三
枚
一
組
0
。
六
五
天
文
同
好
會

（
三
四
）
雑
誌
「
天
界
」
　
　
　
一
部
○
・
三
五
同

右
は
本
邦
唯
一
の
流
星
観
測
用
星
学
十
三
枚
で
、
内
地
か
ら
見
え
る
天

が
全
部
揃
ふ
て
居
る
。
本
邦
に
於
て
天
文
方
門
の
雑
誌
は
我
が
會
の
「
天

界
」
一
こ
日
本
天
文
即
言
の
「
天
文
月
報
」
ε
穿
け
で
、
内
容
の
充
實
せ

る
は
實
に
我
が
「
天
界
」
で
あ
る
。
英
文
「
ブ
レ
テ
ン
」
が
天
丈
同
好

會
か
ら
出
．
版
さ
れ
て
，
世
界
の
有
名
な
天
文
皇
の
ブ
レ
テ
ン
噛
こ
交
換
さ

れ
て
る
る
。
（
涌
く
）

お

り

P

　
天
界
の
九
月
號
に
二
念
雑
話
ε
い
ふ
記
事
が
出
て
ゐ
ま
す
が
、
恐
ら
く
大
多
数

の
讃
者
諸
君
に
匡
、
こ
の
記
事
に
混
線
の
場
合
に
よ
そ
の
電
話
々
き
い
て
み
ろ
様

な
感
じ
た
興
へ
れ
こ
亡
㌧
察
し
ま
す
。
實
の
ぜ
こ
ろ
あ
れ
に
天
界
の
爲
に
恥
い
糞

の
で
ば
な
く
て
、
去
年
の
秋
、
緯
度
目
測
所
二
十
五
週
年
紀
念
の
爲
に
い
れ
し
ま

し
六
通
俗
講
演
の
一
部
分
た
、
當
地
の
雑
誌
『
郷
調
』
の
爲
に
書
き
下
し
六
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
即
、
當
水
澤
に
關
係
あ
る
人
々
ば
か
り
の
興
味
た
思
っ
て
書
い

カ
も
の
な
の
で
す
Q
そ
の
雑
誌
が
偶
然
山
本
先
生
の
お
手
に
入
り
ま
し
六
さ
う
で
、

に
か
ら
ず
も
あ
の
拙
文
た
天
界
に
韓
載
し
て
戴
・
く
こ
亡
に
な
つ
穴
の
で
し
糞
、
記

事
の
内
容
が
同
好
會
の
方
々
の
胸
に
ビ
ソ
タ
リ
ビ
來
な
か
つ
袋
理
由
、
書
く
の
如

く
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
申
水
澤
川
崎
　
俊
一


